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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の分離した壁と複数の連結部材とから構成される分解可能な収納箱であって、上記
の分離した壁群は縁部と縁部が一体に連結され、この縁部と縁部との連結は壁の２つの連
結縁りを接続する連結部材でおこなわれ、複数の連結された縁部を交差させることによっ
て形成される収納体の各コーナーは開口とこれに嵌入する挿入部材を有し、各挿入部材は
収納箱が組立てられた状態で発生する連結部材の如何なる滑り動作を防止するものであり
、且つ少くとも１つの挿入部材は隣接する連結部材の１つと接続していることを特徴とす
る収納箱。
【請求項２】
　少くとも１つの前記挿入部材は、前記開口内でその挿入部材を保持するように締め付け
られることを特徴とする収納箱。
【請求項３】
　前記挿入部材は、前記開口内で係合するボディーを有し、このボディーはリップと対向
し、且つ少くとも１つの壁の内面と係合するラグを有する請求項１又は２記載の収納箱。
【請求項４】
　前記挿入部材はコーナーで係合するボディーを有し、このボディーは複数の張出し部を
有し、この張出し部は前記連結部材の反対側にあって、連結部材の係合面を形成している
請求項１～３のいづれかに記載の収納箱。
【請求項５】
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　前記ボディーは、前記ラグの反対側に突出し且つ収納箱の内面と係合する放射状突起を
有する請求項４記載の収納箱。
【請求項６】
　前記挿入部材のボディー部は放射状突起と反対側に位置するボディー部の一側面に形成
した突起部を有している請求項３又は４記載の収納箱。
【請求項７】
　前記張出し部の１つは連結した縁部の１つで形成した表面とこの連結した縁部の１つと
係合する連結部材の一部との間に位置する請求項４記載の収納箱。
【請求項８】
　複数の側壁、底壁、上壁を有する分解可能な収納箱であって、側壁群の隣接する一対の
縁部および側壁と隣接する底壁並びに側壁と隣接する上壁は上記対をなす隣接と係合する
連結部材によって一体に連結され、隣接する一対の側壁と上壁とによって形成された連結
頂点と隣接する一対の側壁と底壁とによって形成される連結頂点にコーナー挿入部材を設
けることにより、上記連結部材の実質的な横滑り動作を防止し、上記コーナー挿入部材は
、連結部材と少くとも１つの壁の一部との間で係合する突起と、上記頂点に形成した穴と
係合するボディーと、少くとも１つの壁の一部と収納箱内で係合する本体突起とを具備し
たことを特徴とする収納箱。
【請求項９】
　側壁、台壁および上壁を形成する壁体を有する分解可能な収納箱であって、前記壁体は
縁部を有し、隣接した壁の隣接縁部は連結部材で連結しており、上記連結部材は隣接壁体
に形成した溝に滑動係合する一対の分離した係合部材を有し、上記連結部材は連結状態に
なって連結した壁群の交差によって形成された頂点の穴に係合するコーナー挿入部材によ
ってその連結状態の解除が防止され、上記コーナー挿入部材はボディーと、上記穴に係合
する一端と、ボディーの第２の端部に形成した突起を有し、この突起は前記頂点において
連結部材の両端に設けられており、コーナー挿入部材は更に前記連結部材とこの部材で連
結した側縁の少くとも１つとの間に形成した空間に係合する突起を有することを特徴とす
る収納箱。
【請求項１０】
　内面と外面とを有する複数の壁体を使用した収納箱であって、連結部材によって第１の
縁部とこの壁体に隣接した第２の壁体の縁部とが連結されており、上記連結部材は第１お
よび第２壁体の縁部のそれぞれに形成した溝に滑動係合する係合部分を有し、第１および
第２の壁体の隣接した角部に係部するコーナー挿入部材で上記連結部材が連結状態から動
くのを防止し、上記のコーナー挿入部材は連結部材の一端と連結部材によって連結した壁
群の少なくとも１つの壁の縁部との間に係合する突起と、上記隣接した壁群の隣接した縁
部によって形成されたコーナーに設けた穴に係合するボディーと、このボディーの一端に
設けた少くとも１つの突起とを有し、且つコーナー挿入部材が挿入状態になったとき、上
記突起は連結部材の隣接端の反対側に存在することを特徴とする収納箱。
【請求項１１】
　収納箱が組み立てられた時、コーナー挿入部材は固定状態の位置にあることを特徴とす
る請求項８，９又は１０に記載の収納箱。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　　（技術分野）
　この発明は収納箱に関し、特に展示会用収納箱に関する。
【０００２】
【背景技術】
　一般に博物館、アート・ギャラリー、貿易見本市等で通常使用される展示会用の収納箱
は、一般に嵩張り、組み立てが難しい。収納箱を博物館内の別の位置に常に動かす必要が
あったり、または移動展示の場合の“移送”中は、組み立てと搬出が簡単であることが特
に重要である。
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【０００３】
　従来形の収納箱は重く、収納箱内での展示の安全性とセキュリティを保持しつつ、これ
にアクセスできるようにする機構を備えていない場合が多かった。例えば、時間が経つご
とにねじが不思議にも１個ずつ消滅し、パネルを取り外して内部の品目も不思議にも消え
るという事例が知られている。博物館またはアート・ギャラリーの環境で使用される調度
品をデザインする場合は美観／スタイルも重要である。所望の美観に合致する収納箱は高
価であり、一方、コストと機能上の組み立て易さの利点が得られる調度品は当世風の環境
には適さず、収納箱内の品物が見にくくなることがある。
【０００４】
　従って、この発明の目的は比較的軽量で、容易に組み立てることができ、搬送に便利で
美観がよい収納箱を提供することにある。
【０００５】
　　（発明の要旨）
　この発明の広義の１側面では、各々が連結部材によって隣接する壁部材の縁部に連接す
るようにされた少なくとも１つの溝またはスロットを備えた縁部を含んでいる複数の壁（
もしくはパネル）部材を含む収納箱が提供される。
【０００６】
　この発明の別の広義に側面では、複数の壁部材を含み、各壁部材は内表面と外表面とを
有し、第１の壁部材の縁部は連結部材によって第２の隣接する壁部材の縁部と連結し、そ
の連結部材は第１と第２の壁部材の縁部に対して保持位置へと溝またはスロット内で滑り
係合することによって、縁部が引き離れることを防止する間隔を隔てた係合手段を有して
いる収納箱が提供される。
【０００７】
　この発明の更に別の広義の側面では、側壁と、底壁と上壁とを形成する壁部材を含む分
解可能な収納箱であって、前記壁部材は側縁部を有し、隣接する壁部材の側縁部は連結部
材によって連結され、連結部材は隣接する壁部材内に形成された溝に対して滑り係合する
間隔を隔てた一対の係合手段を有しており、前記各々の連結部材は一旦連結位置に位置づ
けられると、連結部材の隣接端部によって形成された頂部に位置する保持部材によって外
れが防止されるような収納箱が提供される。
【０００８】
　　（好ましい実施形態の詳細な説明）
　以下の説明と図面はこの発明の特定の実施形態を示すものである。発明の範囲から離れ
ることなく、形状および構成には他の変更および組合わせが可能であることを理解された
い。
【０００９】
　図示したこの発明の好適な形態では、図１に示す収納箱は複数の（この場合は４枚の）
形成用側壁と、底壁、すなわち土台と、上壁とからなっている。パネル部材１１はその周
辺縁部で細長い連結部材１２（このような部材は各縁部に１個ずつ１２個ある。図１を参
照）によって縁が相互に連結されている。連結部材１２によるパネル部材１１の隣接する
側縁部の相互連結の詳細は図２および図３に最も明解に示されている。
【００１０】
　各パネル部材１１の周辺縁、すなわち側縁部は傾斜した縁部１１ａ（図２および３に最
も明解に示されている）を備えており、パネル部材の内側の表面への傾斜角は４５°であ
ることが望ましい。傾斜縁部１１ａと最終的な収納箱構造でパネル１１の外側の表面を形
成する縁部との間には、パネル１１の外表面に対して実質的に直角に延びる溝またはスロ
ットが形成されたチャンネル１１ｂが設けられている。このスロット整形されたチャンネ
ル１１ｂによって、後述するように、連結部材１２が隣接する２つのパネル部材１１を連
結することができる。
【００１１】
　図２に示すように、連結部材は対向する側縁部１２ａを有するほぼチャンネルの形状で
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ある。
【００１２】
　連結方法は図３に最も明解に示されている。連結部材１２の内側に曲げられた縁部１２
ａを隣接するパネル１１の側縁部の対応するスロット整形チャンネル１１ｂ内に滑り込ま
せることによって２枚のパネル部材１１を“捕捉”する。このことを可能にするために、
各パネル１１の内側の傾斜面１１ｃによって隣接するパネルは、（図３に示すような）９
０°のコーナーを形成するように、互いに接触はするが干渉はしないようにされている。
実際のコーナーは組み立てられた時に、連結部材１２によって平滑化され、それによって
収納箱の安全性と所望の美観の双方が得られる。
【００１３】
　他の形状が必要な別の実施形態は、その形状に対応して傾斜縁部１１ａ、傾斜面１１ｃ
および縁部１２ａの角度を変更すればよい。
【００１４】
　コーナー１５の構造は図２に最も明解に示されている。ボックス形の収納箱にはほぼ同
じ外観のコーナーが８つある。
【００１５】
　保持プラグまたはコーナー挿入部材１４（図４および図５、６および図７、または図９
、１０に最も明解に示す）用の固着部を設けるために、各コーナー構造１５（３枚のパネ
ル部材１１と３個の連結部材１２の集中点、すなわち頂点）の凹所内に穴もしくは開口部
１５ａが設けられている。
【００１６】
　穴１５ａは図４および図５に示した形式では好適には円形であり、挿入部材１４のボデ
ィーによって形成された取付シャフト１４ｄを穴内に配置させることができる。穴１５ａ
はコーナー部で隣接する３枚のパネル部材１１の各々のコーナーに設けられた溝１５ｂに
よって形成される。
【００１７】
　１つの形式のコーナー挿入部材１４の詳細は図４と５に示されている。挿入部材１４は
穴１５ａ内に挿入されるように面１４ａおよびボディー、すなわちシャフト１４ｄを含ん
でいる。面１４ａは三角形であり、縁の張出し部１４ｂによってコーナー１５の凹所をカ
バーするサイズにされている。挿入部材１４の一方の側部には、パネル部材１１内の対応
する凹所、もしくは隙間１８に差し込まれる“底部リップ”１４ｃが設けられている。
【００１８】
　リップ１４ｃ／凹所１８の機能は、連結部材１２が摺動するのを（リップの溝１４ｅの
後壁と係合して）挿入部材１４で所定位置に固定することである。連結部材１２の重複端
部によって凹所１８内に保持されているリップ１４ｃによってロック位置に保持されてい
るので、挿入部材１４をコーナー構造１５から引き出すことはできない。
【００１９】
　８つのコーナー１５のうちの７つの所定位置に挿入部材１４が挿入される。８つ目のコ
ーナーには（図６および７に示した）ロック用挿入部材１６が挿入される。ロック用挿入
部材１６は挿入部材１４と見かけは実質的に同じであるが、ロック用挿入部材１６が穴１
５ａから抜けることを防止するロック・シリンダ１６ａおよびラグ１６ｂが追加されてい
る。リップ１４ｃはロック用挿入部材１６にはない。
【００２０】
　挿入部材１４とロック用挿入部材１６とを取り付ける順序は、安全な収納箱を組み立て
る上で重要である。この順序は組み立て中に明らかになるが、リップ１４ｃ／凹所１８が
７個の挿入部材１４を確実に所定位置に固定する。ロック用挿入部材１６は、（収納箱の
上側であることが望ましいが、必ずしもそうである必要はない）最終的に残る穴１５ａ内
に挿入され、キーを取り外して、ラグ１６ｂを突出させ、かつパネル１１の内縁部の背後
に位置させ、ロック用挿入部材１６を溝１５ａ内に保持させる。
【００２１】
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　ロック用挿入部材１６と挿入部材１４とによって、連結部材１２が摺動して陳列棚の部
品が外れたり分解したりすることが防止され、ひいては展示用収納箱に無許可で入ったり
することが防止される。キーをロック用挿入部材１６のキー・ロック１６ａ内に入れると
、ラグ１６ｂは引っ込んで、ロック用挿入部材１６を取り外すことができる。それによっ
て、連結部材１２は、ロック用挿入部材１６が取り出された空洞（コーナー１５）で終わ
り、すなわち端部が露出され、溝１１ｂを滑らせて取り出すことができる。一方、それに
よって、連結部材１２が取り外された溝１１ｂの両端部で挿入部材のリップ１４ｃが解放
されるので、挿入部材１４を引き抜くことができる。その結果、別の連結部材１２が解放
され、滑らせて取り出すことができる。この手順は収納箱がパネル１１、挿入部材１４、
ロック用挿入部材１６、および連結部材１２の各部品に分解されるまで継続される。
【００２２】
　（貯蔵、搬送のために）分解状態の収納箱を組み立てるには上記とは逆の順序をたどる
。
【００２３】
　別の実施形態ではコーナー挿入部材１４を固定するためにある形式の逆止めクリップを
使用してもよいが、それには分解のために収納箱内部からアクセスする必要がある。
【００２４】
　別の実施形態では、壁部材１１内の開口部２１内のヒンジ２０によってヒンジ連結され
、適宜のロック２２（図１２および１３を参照）で固定されたドア１９を取り付けること
によってアクセスすることができる。ヒンジは回転軸２５を支点に回転するように互いに
連結された植え込みボルト、ピンまたはその類似物２３および２４の形式のものでよい。
植え込みボルト２３と２４は図１３に示すように壁部材１１およびドア１９に形成された
それぞれの開口部内に係合する。開口部２１とドア１９は図１２に示すような輪郭である
ことも注記しておく。
【００２５】
　代替実施形態では、パネル壁またはコーナー構造に取り付けられた一体構造の箱を備え
てもよい。
【００２６】
　連結部材１２と、パネルの断面縁部の構造の代替断面図が図８に示されており、一方、
図９、１０、および１１は図８に示した構成で使用できる挿入部材の修正形を示している
。
【００２７】
　図８に示した構成では、細長い連結部材１２は、連結部材の断面形状が湾曲しているこ
とを除けば、図３に示したものと基本的に同一である。それによって挿入部材１４のリッ
プ、すなわち突起部１４ｃに対応して、これを受け入れるために、連結部材１２の内表面
２６とパネル部材１１の端面２７との間に隙間２５が形成される。突起部１４ｃの断面は
図８に示すような形でもよく、または好適には図９－１１に示したようなより角ばった構
造にすることもできる。
【００２８】
　更に、図８に示した構成では、側縁部１２ａは内側に突起した球状部２８を含んでいる
。突起部２９も連結部材１２の内表面から延び出して、縁部１１ａの表面に係合する。
【００２９】
　図９－１１には挿入部材１４の代替実施形態が示されており、同様の構成部品には図４
、５の実施形態で用いたものと同じ参照番号が付されている。この実施形態では、表面は
これまでの実施形態のような連続する張出し部ではなく、別個の３つの張出し部１４ｂを
有している点でやや異なっている。各々の張出し部１４ｂは（好適には図８に示したよう
な断面形状の）隣接する連結部材１２の端面に対応し、これと組み合わされている。
【００３０】
　図９－１１の挿入部材は、収納箱の無許可の分解を防止するためのセキュリティを高め
ることを意図したものである。前述の実施形態では、連結部材１２の隣接端部を張出し部
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１４ｂの下に移動するように１つのコーナーで挿入部材１４をてこで動かすことが可能で
、無許可の分解を行うことが可能である。このようにして、連結部材１２を長手方向に滑
り運動させることによって連結部材の反対端は十分にリップ１４ｃとの重複状態から外れ
、それによって連結部材の反対端で挿入部材を容易に取り外すことができる。この挿入部
材を取り外せば、基本的に連結部材１２を、ひいては他の挿入部材１４を取り外し、次に
別の連結部材を取り外せば、収納箱を開放し、もしくは解体することが可能である。
【００３１】
　しかし、図９－１１に示した構成では、張出し部１４ｂはできるだけ短く、すなわちシ
ャフト１４ｄのできるだけ近傍で終端するように形成されている。その結果、挿入部材１
４を持ち上げたり、押し開けたりして連結部材が長手方向に摺動できるようにしても、連
結部材の端部はすぐに挿入部材、特にシャフト１４ｄと接触状態になる。このような接触
状態は滑り部材の反対端がリップ、もしくは突起部１４ｃを越える前に生ずる。その結果
、移動した連結部材の対向端部で挿入部材を取り外すことは不可能である。結果として、
収納箱のセキュリティが高められる。
【００３２】
　挿入部材１４の取り外しを更に防止するため、ボデー１４ｄの内端部には半径方向へ突
出したの突起部１４ｅと切り欠き部１４ｆとが設けられている。収納箱を組み立てる際に
、ボディー１４ｄは角度をつけて開口部１５ａ内に挿入され（これは切り欠き部１４ｆに
より得られる隙間によって可能になる）、半径方向の突起部１４ｅはコーナーもしくは頂
点１５で壁部材の内表面の背後に位置することができる。突起部１４ｅが一旦所定位置に
くると、ボディーは開口部１５ａ内で真っ直ぐになるので、突起部もしくはタング１４ｃ
は凹所１８内に位置する。このようにして、挿入部材１４の外端部に平均的な力が加えら
れると、半径方向の突起部は壁部材と係合して、ボディー１４ｄは、挿入部材１４が取り
外されるのに十分な開口部１５ａ内で軸方向に移動することが防止される。
【００３３】
　図１４－１６は図９－１１に示した形態と類似した更に別の挿入部材の実施態様を示し
ている。しかし、より長い張出し部１４ｂが備えられている。図９－１１の挿入部材に関
連して前述した動作を防止するために、突起部１４ｃを組込んでいない２つの張出し部の
下側にはリッジ１４ｇが設けられている。このようにして、挿入部材を下げたり、外側に
こじ開けたりしても、リッジ１４ｇがあるため連結部材の滑り動作が防止される。
【００３４】
　使用時には、収納箱は“平らなパック”の形式で搬送され、現場で組み立てられる。組
み立て方法は備えられた部品から明らかである。
【００３５】
　連結部材１２が壁パネル１１の周辺縁部に挿入されてボックスが形成される。７つのコ
ーナー挿入部材１４がこの形成中に付け加えられる。ロック用挿入部材１６を最後に挿入
すると収納箱が完成し、これが保護される。収納箱の最終的な組み立てによって展示品目
はその壁内に安全に保持される。泥棒が収納箱内に侵入するには著しい努力が必要であり
、このような泥棒が公衆の面前で収納箱に侵入するチャンスはほとんど、または全くない
。
【００３６】
　（相互施錠されたパネル部材の）基本的な発明によって、展示目的で収納箱をボックス
以外の形状に形成する可能性が得られる。例えば、一品目、または品目のコレクションを
全角度から見ることができる“移動式”展示用収納箱には六角形または八角形の形状が望
ましいことがある。
【００３７】
　好適には、パネルおよび（取り付ける場合は棚）は、収納箱の外側のどの位置からも展
示品目を妨害なく見ることができるように、アクリルのような透明なプラスチック材料で
製造される。しかし、周囲の色彩の構成に適応するように薄い色彩を加えてもよいことを
理解されたい。例えば、１枚またはそれ以上のパネルをカラーで不透明にしてもよい。
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　連結部材１２は好適には研磨されたステンレススチールの条片から構成され、その後で
所定の長さに切断される。ステンレススチールは特有の“ハイグレードな”外観を有して
いる。あるいは、連結部材は例えばアルミニウムのような押し出し成形金属製でもよい。
別の態様では、連結部材は透明なポリカーボネートのような押し出し成形されたプラスチ
ック材料のものでもよいであろう。
【００３９】
　コーナーの挿入部材はカラー・プラスチックで、またはパネル部材と合わせて透明材料
で構成してもよい。
【００４０】
　ロック用挿入部材は同様に適宜のサイズのプラスチック構造である。
【００４１】
　収納箱用のスタンドまたはテーブルは同じ発明の原理を採用して構成してもよく、また
は従来の設計でもよい。スタンドまたはテーブルの目的は、収納箱を見やすいレベルまで
上げることだけである。
　テーブルを収納箱に固定して取り付けるため、テーブルの上面にネジ／ボルトで取り付
けるための穴を有する“床”パネル部材１１が備えられている。“床”パネルの構成材料
は、透明でなくてもよいので、他のパネルと同じである必要はない。
【００４２】
　この発明に基づく収納箱は上記のとおり、（その材料により）軽量であり、容易に搬送
および組み立てが可能であり、外観はこれよりずっと高価なその他の展示用収納箱に等し
いか、それよりも勝っている。収納箱は保存および／または搬送目的で容易に分解するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　１つのコーナーの細部を示した、この発明に基づく収納箱の概略図である。
【図２】　保持用の挿入部材を取り外した、組み立てた状態の収納箱のコーナーの概略図
である。
【図３】　収納箱の壁またはパネル部材を連結するための連結方法の断面図である。
【図４】　コーナーに挿入される保持用挿入部材の概略図である。
【図５】　保持用挿入部材の断面正面図である。
【図６】　ロック機能を備えたコーナーに挿入される保持用挿入部材の概略図である。
【図７】　ロック可能な保持用挿入部材の断面正面図である。
【図８】　図３と同様の図面であるが、連結部材の代替実施形態と、パネルの周辺の接合
縁部の輪郭を示している。
【図９】　保持用挿入部材の代替実施形態の平面図である。
【図１０】　図９の保持用挿入部材の正面図である。
【図１１】　図９および１０の保持用挿入部材の底面図である。
【図１２】　ドアを取り付けたこの発明の収納箱の前面図である。
【図１３】　ドア構造を示した収納箱の一部の断面図である。
【図１４】　保持用挿入部材の別の態様の平面図と底面図である。
【図１５】　保持用挿入部材の別の態様の平面図と底面図である。
【図１６】　保持用挿入部材の別の態様の平面図と底面図である。
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